
東京都 知事記者会見 

平成29（2017）年9月15日（金） 

都民・職員による事業提案型予算 

予算編成プロセスの見直しにより「東京大改革」を加速させるため、 

   広く都民・職員の意見を募り、事業構築に活かす仕組みを新たに導入 

 

 

29年度 

予算編成 

   復活予算の廃止    各種団体・区市町村からの予算要望 

 査定状況の公表    分かりやすい予算関係資料の充実 

「都民ファースト」の都政を実現するための見直しを実施 第１弾 

    客観的指標（エビデンスベース）による評価 

さらに、一人ひとりの都民・職員の声を直接反映させる予算編成手法を試行的に導入 

 

 

30年度 

予算編成 
    都民による事業提案制度      職員による事業提案制度 

第２弾 

一つひとつの施策の効率性・実効性を向上させるための新たな評価手法を導入 

   

New 

New New 

   

30予算編成でのトライアル 
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都民による事業提案制度 

 都民ファーストの視点に立ち、都政の喫緊の課題を解決するため 

 「都民が提案し、都民が選ぶ」仕組みを構築 

 行政にはない新たな発想の活用 

都民の声を直接施策に反映させることで… 

 都民の都政への参画 を目指す 

30年度予算枠 
10億円 
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都民による事業提案制度 

対象分野 

○子育て支援 ○高齢化対策 ○働き方改革 ○防災対策 ○空き家活用 ○環境対策 

期待する視点 

 ○ IoT、AI、FinTechなどの 

  最先端技術の活用 

 ○ ビッグデータの活用 

 ○ ボランティアや地域コミュニティの活用 

 ○ 若者、女性、元気高齢者、障害者等の活用 

 ○ ゼロエミッション          など 

条件設定 

 ○ 都民１人（または１グループ） 

  当たり１件まで提案 

 ○ １事業につき２億円を上限 

 ○ 原則として単年度事業 

 ○ 現金給付・施設整備は不可 

 ○ 事業内容は庁内検討の過程で変更可能 など 
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職員による事業提案制度 

 若手からベテランまで職員の改革マインドを高め、 

 「全ての職員が垣根を越えて都政運営に参画する」「やりがいを持てる」 

 仕組みを構築 

 職員の意見を積極的に施策形成に反映することで、 

  経験や知識を活かした実効性の高い施策を立案 

※ 全ての職員（管理職を除く）が、所属部署を越えて、事業提案を実施 
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